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第１０回白山市教育委員会会議録 

 

１ 日 時 令和７年１１月２６日（水）午後３時 

 

２ 場 所 白山市役所本庁舎４階 ４０２会議室 

 

３ 出席者 

教育長       清水 茂 

教育長職務代理者  竹内 千恵子 

教育委員      安川 薫 

教育委員      佐賀 一夫 

教育委員      林 勝洋 

 

  欠席者 

教育委員      尾張 勝也 

 

４ 事務局 

   教育部長      谷口 由紀枝 

   次長兼教育総務課長 西村 幸広 

   次長兼学校教育課長 山口 昭恵 

   学校指導課長    齋藤 信之 

   生涯学習課長    東 雅宏 

   松任図書館長    澤田 憲司 

   美川図書館長    中野 康則 

   鶴来図書館長    東 陽一 

   子ども総合相談室長 和田 寿美恵 

 

  書記職 

教育総務課課長補佐 瀬川 達也 

教育総務課主幹   山﨑 有香 

   

５ 傍聴人  なし 

 

６ 案件 

議案第２２号 令和７年度白山市一般会計補正予算（教育費）について 

議案第２３号 令和６年度教育委員会事務事業点検評価報告について 
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議案第２４号 白山市松任学習センターの指定管理者の指定について 

 

７ 議事の経過等 以下のとおり 

   清水教育長の開議あいさつに続いて、議事録署名委員として安川委員を指名した。 

   諸般の報告について、教育部長より教育長が出席した行事の主な概要について報告した。 

    ■主な行事の概要（８月２８日の教育委員会以降の報告） 

・９月１７日（水）  鶴賀若狭掾監修 伝統芸能古今東西秋楽座 

（松任学習センタープララ） 

・９月２５日（木）  学校衛生委員会（４０２会議室） 

・１０月１日（水）  鳥越小学校５０周年記念式典（鳥越小学校） 

・１０月１７日（金） 令和７年度石川県市町教育委員会連合会研究大会 

（津幡町文化会館シグナス） 

・１０月２２～２３日 教育委員会行政視察（岐阜県） 

・１０月２５日（土） 図書館を使った調べ学習コンクール表彰式 

（松任学習センタープララ） 

・１１月１４日（金） いしかわ道徳教育推進事業公開授業研究会（美川中学校） 

・１１月１７日（月） 第２回総合教育会議（議会第３会議室） 

・１１月１８日（火） 白山市立志式（鶴来総合文化会館クレイン） 

・１１月２１日（金） 県教委連「第３回理事会」・教育長研修会 

（金沢市役所第２本庁舎） 

・１１月２２日（土） 第５３回千代女少年少女全国俳句大会表彰式（千代女の里俳句館） 

・１１月２３日（日） 白山ふるさと文学賞贈呈式（グランドホテル白山） 

 

   本日の議題に入り、議案第２２号、議案第２３号、議案第２４号について、質疑・応答が

行われ、原案どおり承認し閉会した。 

 

  【案件の説明および諸報告について】 

   案件について、事務局より説明・報告し、原案通り承認された。 

 

  【主な質疑・応答の内容について】 

 ○令和７年度白山市一般会計補正予算（教育費）について 

 

（竹内教育長職務代理者） 

   給食費のことなのですけれど、米飯の価格が上がったのは理解できるのです。他の原材料

費も上がっているかとは思うのですが、それは業者の方と何か年間委託等で決まっているの

ですか。それとも上げなくても大丈夫なのですか。 

 

（山口学校教育課長） 

  大変厳しい状況にございますが、現場で栄養教諭が頑張って工夫して、何とか今年度分は

できるということで、工夫して給食の提供を行う見通しを立てております。 
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 ○令和６年度教育委員会事務事業点検評価報告について 

 

（竹内教育長職務代理者） 

   浅野先生には、本当に丁寧に読み込まれて、きちんと評価していただいているという印象

を受けました。ただ一つ気になったのは、例えば、総評の４ページに「前回の意見と同じも

のでありますが」とあって、もう一度掲げているのです。もう１箇所どこかにあったように

思ったのですけれど、前回と同じもの、と敢えてあげるということは、前回、指摘している

けれども、改善がないのではないかと感じます。ここのところは、最初の「『教育』という営

み」についての定型版みたいな感じなのですけれども、去年してきた活動に対して、今年は

少し改善しているというようなご意見等があったのか、なかったのか、ということです。毎

年、点検評価をされて、今年の取組についてはこういう意見があるわけですが、それを生か

して次の年になったときにどう変わっているのか、ということが見えなかったものですから、

浅野先生からご意見等があったのかどうかを教えていただければと思います。 

 

（西村教育総務課長） 

  総評の方ではなくて、個別の方でご意見をいただいています。例えばですけれども、「１ 家

庭教育支援事業」では、昨年、「保護者も子どもといっしょに意識的に家庭で学び合うような

雰囲気が醸成されるとともに、関係団体が行う研修会の実施状況の把握だけではなく、企画

に当たっての段階においても、研修会の拡充に資する示唆や情報提供に努めていただくこと

を期待します」という意見をいただいておりまして、今回の講評では、「学校における様々な

形態での講座や研修会などにおいて家庭教育の大切さの浸透に尽力し、期待される効果が達

成されているとのことです」というふうにおっしゃっていますので、それに向けて頑張った

という評価はいただいています。それから「２ いしかわ道徳教育推進校指定事業」では、

「指定校の道徳教育推進の取組の成果を市内の各学校へと敷衍する方途の強化を願っていま

す」というご意見をいただいていまして、今年のご意見では、「指定校の道徳教育推進の取組

の成果を市内の各学校へと敷衍する方途の強化により、市内全小中学校で研究成果の共有に

つながり、全体の学びにつながったとのことは、歓迎すべきこと」というようなご意見をい

ただいています。全部は網羅できてないのですけれども、ある程度はできることからやって

いるというところでございます。 

 

（竹内教育長職務代理者） 

   せっかく、これだけ労力を使って評価された教育委員会関係の皆さんもそうだし、浅野先

生もそうですが、それを生かして次につなげていくよう、ぜひ、よろしくお願いしたいと思

います。 

 


